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議

３
日
●
第
５
回
議
会
定
例
会

　
　
　

正
副
議
長
、
常
任
委
員
長
打
合
せ

７
日
●
第
５
回
議
会
定
例
会　

開
会

10
日
●
第
５
回
議
会
定
例
会

　
　
　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

11
日
●
決
算
審
査
特
別
委
員
会

14
日
●
第
５
回
議
会
定
例
会　

再
開

　
　
　

一
般
質
問

25
日
●
区
長
会

25
日
●
秋
の
交
通
安
全　

街
頭
啓
発

28
日
●
例
月
出
納
検
査

28
日
●
黒
滝
白
き
ゅ
う
り
品
評
会
表
彰
式
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の話題村

会

議
会
活
動
状
況

９
月

　

8
月
28
日
（
火
）
黒
滝
村
健
民
運

動
場
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
主
催
の
ナ
イ
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま

だ
少
し
暑
さ
も
残
る
中
、
参
加
さ
れ

た
33
名
の
方
々
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
さ
ん
も
加
わ
り
、
賑
や
か
な
大
会

と
な
り
ま
し
た
。
上
位
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

安
谷　

て
る
み

準
優
勝　

中
井　

秀
幸

第
三
位　

ケ
ー
シ
ー 

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

（
敬
称
略
）

第
５
回
議
会
定
例
会

　

平
成
30
年
第
５
回
議
会
定
例
会
が
９
月

７
日
（
金
）
〜
14
日
（
金
）
に
か
け
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。15
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
、
可
決
・
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◆
一
般
質
問

　

・
飛
騨
産
業
㈱
と
の
関
連
に
つ
い
て　

　

・
黒
滝
・
森
物
語
村
に
つ
い
て

　

・
ご
み
袋
の
無
償
化
に
つ
い
て

　

・
簡
易
水
道
施
設
に
つ
い
て（

堀
口
議
員
）

◆
人
事
案
件

 

・
議
案
第
１
号　

黒
滝
村
人
権
擁
護
委
員

　

の
推
薦
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

　

つ
い
て

◆
規
約
の
変
更
等

 

・
議
案
第
２
号　

南
和
広
域
衛
生
組
合
を

　

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

　

及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

 

・
議
案
第
３
号　

南
和
広
域
衛
生
組
合
を

　

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

　

に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

◆
条
例
改
正

ナイターグラウンドゴルフ
　大会結果

（敬称略）

　

9
月
13
日
（
木
）

旧
黒
滝
中
学
校
に

て
、
ヨ
ガ
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

暑
さ
も
和
ら
ぎ
心

地
よ
い
陽
気
に
め

ぐ
ま
れ
、
受
講
者

の
皆
さ
ま
は
の
び

の
び
と
ヨ
ガ
を
楽

し
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。

公民館教室（ヨガ教室）

　

８
月
26
日
（
日
）
や
ま
な
み

ス
テ
ー
ジ
に
て
、
黒
滝
音
大
祭

を
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
の
大

学
に
属
す
る
軽
音
楽
部
の
バ
ン

ド
５
組
と
、
黒
滝
村
出
身
の

ボ
ー
カ
ル
（
中
西
勝
也
さ
ん
）

が
活
躍
す
る
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｘ 

Ｇ

Ｏ
Ｄ 

Ｍ
Ｙ 

Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｙ
を

は
じ
め
と
し
た
３
組
の
バ
ン
ド

に
ス
テ
ー
ジ
を
大
い
に
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場

も
そ
れ
ぞ
れ
の
演
奏
に
合
わ
せ

た
手
拍
子
な
ど
で
一
体
と
な

り
、
普
段
と
は
違
う
村
の
一
面

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
野
外

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

税等の納期

１０月３１日（水）

住民税　　   　　第３期
国民健康保険税   第４期 
介護保険料　　   第４期
後期高齢者医療   第４期

忘れずに
納付しましょう！

 

・
議
案
第
４
号　

黒
滝
村
指
定
地
域
密
着

　

型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

　

び
運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

・
議
案
第
５
号　

黒
滝
村
指
定
地
域
密
着

　

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

　

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域

　

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介

　

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方

　

法
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

・
議
案
第
６
号　

黒
滝
村
地
域
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー
の
職
員
及
び
運
営
に
関
す
る

　

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

◆
補
正
予
算

 

・
議
案
第
７
号　

平
成
30
年
度
黒
滝
村
一

　

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い

　

て　
◆
決
算
認
定

 

・
議
案
第
８
号　

平
成
29
年
度
黒
滝
村
一

　

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

　

て
 

・
議
案
第
９
号　

平
成
29
年
度
黒
滝
村
国

　

民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

の
認
定
に
つ
い
て

 

・
議
案
第
10
号　

平
成
29
年
度
黒
滝
村
介

　

護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認

　

定
に
つ
い
て

 

・
議
案
第
11
号　

平
成
29
年
度
黒
滝
村
後

　

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

　

算
の
認
定
に
つ
い
て

 

・
議
案
第
12
号　

平
成
29
年
度
黒
滝
村
簡

　

易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

の
認
定
に
つ
い
て

 

・
議
案
第
13
号　

平
成
29
年
度
黒
滝
村
下

　

水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

　

認
定
に
つ
い
て

◆
そ
の
他

 

・
議
案
第
14
号　

黒
滝
村
過
疎
地
域
自
立

　

促
進
市
町
村
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

 

・
議
案
第
15
号　

黒
滝
村
辺
地
総
合
整
備

　

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

 

・
報
告
第
１
号　

 

平
成
29
年
度
財
政
健

　

全
化
判
断
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

 

・
決
議
案
第
１
号　

２
０
２
５
年
国
際
博

　

覧
会
の
誘
致
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

ＴＨＡＮＸ　ＧＯＤ　ＭＹ　ＦＲＩＤＡＹ

ＷＩＴＨＲＵＭ イーゼル藝術工房

奈良県最低賃⾦

８１１
【発効⽇】平成３０年１０⽉４⽇

奈良労働局賃⾦室
☎０７４２－３２－０２０６

円
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会計名

一般会計

特別会計

国民健康保険
事業勘定
国民健康保険
診療施設勘定

介護保険

後期高齢者医療

簡易水道事業

下水道事業 52,496,650
(35,400,000)

35,289,681
(7,700,000)

16,437,075
(7,191,798)

179,476,331
(27,332,519)

151,886,706
(8,537,351)

歳　入
（一般会計からの繰入金）

歳　入

歳　出

歳　出

140,108,090

81,628,310

173,031,685

16,434,575

35,243,434

52,095,668

59,468,507

差引額

11,778,616

242,950

     6,444,646

2,500

46,247

 400,982

差引額

平成２９年度
決算報告

財政調整基金　　　７１７，５１８千円
減債基金　　　　　　　１，２４０千円
ふるさと創生基金　１０８，０２０千円
修学修業基金　　　　　８，４３０千円
智光基金　　　　　　　５，０００千円
中央公民館基金　　　　２，５２０千円
地域振興基金　　　　７３，４７２千円
国民健康保険高額医療貸付基金
　　　　　　　　　　　１，０００千円
国民健康保険財政調整基金
　　　　　　　　　　２３，４９８千円
土地開発基金　　　　１１，９７３千円

農業災害補償基金　　　１，６４２千円
中山間ふるさと水と土保全基金
　　　　　　　　　　　６，１３０千円
山林造成基金　　　　２３，９７０千円
林業後継者育成基金　１６，８１０千円
村営住宅基金　　　　３３，１８８千円
　　　　　　　　　　１３，３２７千円
林業振興基金　　　　　５，８６２千円
ふるさと応援基金　　２０，３１７千円
診療所施設減損積立金　　  ８４０千円

合  計　　　　   １，０７４，７５８千円

◆基金（貯金）

一般会計・歳入
1,386,522,204 円

一般会計・歳出
1,327,053,697 円

（単位：円）

81,871,260
(8,700,000)

介護保険財政調整基金

消防費　10.96％
145,401,428 円

農林水産業費　7.92％
105,046,560 円

公債費　7.60％
100,874,969 円

商工費　3.71％
49,177,802 円

議会費　2.62％
34,762,972 円

災害復旧費　2.01％
26,644,760 円

総務費　20.99％
278,526,161 円

土木費　10.57％
140,258,332 円

衛生費　9.48％
125,777,501 円

教育費　10.91％
144,843,375 円

民生費　13,11％
174,018,697 円

地方交付税　58.23％
807,316,000 円

村債　11.44％
158,600,000 円

国庫支出金　8.01％
111,094,766 円

繰越金　6.79％
94,118,085 円

村税　4.86％
67,384,321 円

県支出金　2.66％
36,879,078 円

地方消費税交付金
0.81％

11,282,000 円

その他　0.73％
10,092,230 円

使用料及び手数料
0.49％

6,814,820 円

分担金及び負担金
0.73％

10,179,166 円労働費　0.13％
1,721,140 円

諸収入　2.14％
29,732,738 円

繰入金　2.21％
30,600,000 円

地方譲与税
0.90％

12,429,000 円

前年度末未償還元金

１，５００，９０３千円

平成２９年度借入額

１６３，８００千円

平成２９年度末未償還元金

１，５５６，６４８千円

平成２９年度償還元金

１０８，０５５千円

◆村債（全会計借入金）

1,386,522,204 1,327,053,697



６2018 年 10 月号７ 広報くろたき　No．436

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の定めにより、健全化判断比率の公表を行います。
いずれの比率も基準を超えることなく、健全であるといえます。 （単位：％）

◆公営企業会計の資金不足比率 （単位：％）

　

平
成
29
年
度
の
黒
滝
村
の
決
算
が
ま

と
ま
り
、
9
月
7
日
か
ら
開
か
れ
た
平

成
30
年
第
５
回
黒
滝
村
議
会
定
例
会
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
と
は
、
村
が
1
年
間
に
使
っ
た

金
額
と
財
源
と
し
て
入
っ
た
金
額
を
ま

と
め
た
も
の
で
、
み
な
さ
ん
の
納
め
て

い
た
だ
い
た
大
切
な
税
金
を
村
が
ど
の

よ
う
に
使
っ
た
か
の
実
績
報
告
と
も
い

え
ま
す
。

◆
一
般
会
計
◆

　

村
の
会
計
は
い
く
つ
か
に
分
か
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
平
成
29
年
度
の

一
般
会
計
の
歳
入
の
総
額
は
、

13
億
８
６
５
２
万
２
２
０
４
円
、
歳
出

の
総
額
は
、
13
億
２
７
０
５
万
３
６
９
７

円
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く
と

５
９
４
６
万
８
５
０
７
円
で
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を

１
０
１
６
万
４
０
０
０
円
と
し
、
実
質

収
支
額
は
、
４
９
３
０
万
４
５
０
７
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　　村民１人当たりが納めた村税は…
　　　１人当たり　　　  ９２，３０７円 　（１世帯当り　　　１８１，６２９円）

　　
　　村民１人当たりに使われたお金は…
　　　１人当たり　１，８１７，８８２円　（１世帯当り　  ３，５７６，９６４円）

《ともに平成３０年３月末人口７３０人、世帯数３７１世帯で算出》

議会費
  47,620 円

議会の活動・運営に
使われました。

総務費
381,543 円

事務・管理・企画・
選挙などに使われま
した。

民生費
238,382 円

社会福祉・児童福祉・
老人福祉などに使わ
れました。

衛生費
172,298 円

保健衛生事業・環境
衛生事業などに使わ
れました。

労働費
2,358 円

労働者の退職金など
の補助に使われまし
た。

農林水産業費
143,899 円

農業・林業・水産業
の振興対策に使われ
ました。

商工費
67,367 円

商工業の発展と観光
振興などに使われま
した。

土木費
192,135 円

道路・河川・住宅な
どの建設や管理など
に使われました。

消防費
199,180 円

消火活動・災害・消
防組合などの救急活
動に使われました。

教育費
198,415 円

学校教育・社会教育・
保健体育活動などに
使われました。

災害復旧費
36,500 円

災害の復旧に使われ
ました。

公債費
138,185 円

事業を行った時の借
入金の元金と利子の
償還金です。

▼１人当たりの内訳は…▼

平成２９年度決算報告

平成２９年度黒滝村財政健全化判断比率の概要

地方公共団体の財政の健全化に関する
法律の概要及び用語の説明

●健全化判断比率の公表
　地方公共団体は、毎年度、次の健全化判断

比率を監査委員の審査後、議会に報告し、公

表しなければなりません。

①実質赤字比率
　一般会計の赤字額を村税等の財源の規模と

比較して指標化し、財政運営の深刻度を示し

ます。

②連結実質赤字比率
　全会計の実質赤字等を村税等の財源の規模

と比較して指標化し、村全体としての運営の

深刻度を示します。

③実質公債費比率
　借入金の返済額及びこれに準じる額の大き

さを指標化し、資金繰りの危険度を示します。

④将来負担比率
　借入金や将来支払っていく可能性のある負

担等の現時点での残高の程度を指標化し、将

来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示

します。

⑤資金不足比率
　公営企業の資金不足を、料金収入の規模と

比較して指標化し、経営状況の深刻度を示し

ます。

◆早期健全化基準
　比率のうちのいずれかが早期健全化基準以上の場

合には、財政健全化計画を定め、議会の議決を経て、

速やかに公表するとともに、総務大臣・県知事へ報

告します。また、毎年度、計画の実施状況を議会に

報告し、公表します。計画の実施状況を踏まえ、財

政の早期健全化が著しく困難であると認められると

きは、総務大臣又は県知事より必要な勧告が行われ

ます。

◆財政再生基準
　比率のうち実質赤字比率、連結実質赤字比率、実

質公債費比率が財政再生基準以上の場合には、財政

再生計画を定め、議会の議決を経て、速やかに公表

するとともに、総務大臣に協議し、同意を求めます。

また、毎年度、計画の実施状況を議会に報告し、公

表します。

　計画に総務大臣の同意を得ている場合でなけれ

ば、災害復旧事業を除き地方債の借入ができません。

年度別 標準財政規模 実質赤字比率 連結実質
赤字比率

実　　　質
公債費比率 将来負担比率

平成 29年度 731,803 千円
－ 6.73
（ 黒 字 ）

－ 9.32
（ 黒 字 ） 4.3

平成 28年度 796,931 千円
－ 10.63
（ 黒 字 ）

－ 12.20
（黒字） 5.2 － 43.0

早 期 健 全 化 比 率

財 政 再 生 基 準

15.00

20.00

20.00

40.00

25.0

35.0

350.0

－ 57.6

資　　金
不足比率

簡易水道事業会計
下水道事業会計
簡易水道事業会計
下水道事業会計

年度別 会計別

平成 29年度

平成 28年度

経 営 健 全 化 基 準 20.0

－
－
－
－
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　平成２８年６月から２年４ヶ
月に渡り、黒滝村地域おこし協
力隊として勤務した藤田隊員が
退任されました。
【藤田隊員から黒滝村の皆さまへ】

　２年に渡り、大変お世話にな
りました。本来ならば任期であ
る来年６月まで、そしてその先
も黒滝村に居たかったのです
が、一身上の都合により退任後
は村を出ることになりました。

　

裁
判
員
制
度
と
は
、一
般
の
国
民
が（
一

事
件
に
つ
い
て
6
人
の
裁
判
員
が
選
ば
れ

ま
す
。）、
地
方
裁
判
所
で
行
わ
れ
る
刑
事

裁
判
に
参
加
し
、
裁
判
官
（
3
人
）
と
一

緒
に
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪
の

場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
の
か
を
決
め

る
制
度
で
す
。

　

裁
判
員
制
度
で
は
、
裁
判
の
進
め
方
や

そ
の
内
容
に
国
民
の
視
点
、
感
覚
が
反
映

さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
結
果
、
裁
判
全
体

に
対
す
る
国
民
の
理
解
が
深
ま
り
、
裁
判

が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
司
法
へ
の
信

頼
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

裁
判
員
も
同
じ
く
選
挙
権
を
有
す
る
国

民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
ま
す
。
裁
判

員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
住
民
の
代
表
と

し
て
こ
の
仕
事
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
お
問
合
せ
先　

　

総
務
課
内　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

裁
判
員
制
度
の
お
知
ら
せ

「
検
察
審
査
会
」
を

　
　

ご
存
知
で
し
ょ
う
か

　

あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選
ば
れ
る

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
審
査
員

に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、
住
民
の
代
表
と

し
て
こ
の
仕
事
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

検
察
審
査
会
と
は
、
選
挙
権
を
有
す
る

国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
11
人
の

有
権
者
が
、
一
般
国
民
の
代
表
と
し
て
検

察
審
査
員
に
選
定
さ
れ
、
検
察
庁
が
不
起

訴
処
分
と
し
た
刑
事
事
件
に
つ
い
て
そ
の

判
断
が
妥
当
か
ど
う
か
を
民
間
人
が
審

査
、
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
が
主
な
仕
事

で
す
。

　

な
お
、
被
害
者
と
し
て
検
察
審
査
会
へ

の
申
立
は
無
料
で
行
え
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

　

葛
城
検
察
審
査
会
事
務
局　

　

☎
０
７
４
５
‐
５
３
‐
１
０
１
２

　

10
月
15
日
（
月
）
か
ら
21
日
（
日
）
ま

で
の
一
週
間
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

登
記
・
年
金
・
保
険
・
雇
用
な
ど
、
国

の
仕
事
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
、

困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
行
政
相
談

委
員
が
開
設
す
る
行
政
相
談
所
で
お
気
軽

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
。

【
行
政
相
談
委
員
が
開
設
す
る

　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

行
政
相
談
所
】

◆
日　

時　

　

10
月
19
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
５
時

◆
場　

所　

　

黒
滝
村
役
場
２
階　

委
員
会
室

◆
相
談
の
お
相
手

　

行
政
相
談
委
員　

德
田　

初　

氏

【
登
記
・
税
金
・
年
金
な
ど

行
政
な
ん
で
も
相
談
所

　
　
　
　
　
　

 （
法
律
相
談
併
設
）】

　

橿
原
市
内
で
、「
登
記
・
税
金
・
年
金

な
ど　

行
政
な
ん
で
も
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す
。
ま
た
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
に

よ
る
法
律
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
、
無
料
・
予
約
不
要
・
秘
密
厳

守
で
す
。お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時　

　

10
月
16
日
（
火
）

行
政
相
談
週
間

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◆
場　

所　

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
橿
原
１
階

　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
コ
ー
ト

　

橿
原
市
曲
川
町
７
‐
20
‐
1 

◆
相
談
の
お
相
手
（
予
定
）

　

法
務
局
、
労
働
局
、
年
金
事
務
所
、
奈

　

良
県
警
、
橿
原
市
、
弁
護
士
、
司
法
書

　

士
、
税
理
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
行

　

政
相
談
委
員
、
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

◆
お
問
合
せ
先　

　

総
務
省　

奈
良
行
政
監
視
行
政
相
談　

　

セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
７
４
２
‐
２
４
‐
１
１
０
０

　

平
成
25
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
健
康
ふ
れ
あ
い
祭

り
」
は
今
年
で
６
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
み
ん
な
が
集
え
る
機

会
が
欲
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
開
催
し
た
お
祭
り
で

す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
毎
年
多
数

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

毎
年
大
好
評
の
「
じ
ゃ
ん
け
ん
選
手
権
」
を
は
じ

め
、
今
年
も
楽
し
い
企
画
を
用
意
し
、
皆
さ
ま
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
折
込
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
日　

時　

10
月
７
日
（
日
）　

午
前
９
時
〜

◆
場　

所　

黒
滝
小
中
学
校
運
動
場

　
　
　
　
　

※
雨
天
の
場
合

　
　
　
　
　
　

農
林
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

新
築
・
増
改
築
家
屋
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
固
定
資
産
税
の

評
価
を
行
う
た
め
、
新
築
家
屋
や
増
改
築

さ
れ
た
家
屋
を
対
象
に
、
役
場
職
員
が
調

査
に
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
１
月
２
日
以
降
で
そ
う
い
っ

た
家
屋
の
調
査
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方

は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
る
と
共
に
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
取
壊
し
し

た
家
屋
が
あ
る
場
合
も
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
合
せ
先　

住
民
生
活
課

みんな笑顔に！みんな笑顔に！
第６回健康ふれあい祭り開催！第６回健康ふれあい祭り開催！

これまでのこれまでの
健康ふれあい祭り健康ふれあい祭り

第１回
平成２５年１０月１３日

　記念すべき
第１回。天候
にも恵まれ、
多くの方にご
参加いただ
き、最高のス
タートを切り
ました。

第２回
平成２６年１０月１２日

　 今 で は 恒
例となった、
じゃんけん選
手 権 が 初 開
催 さ れ ま し
た。今年は誰
がチャンピオ
ンになるので
しょうか。

第３回
平成２７年１０月１１日

　誰とペアに
なるかわから
ないハラハラ
ドキドキ、「夢
に 見 た あ な
た」が大好評
でした。

第４回
平成２８年１０月　９日

　４回目にし
て初めての雨
天開催。体力
測定や黒滝音
頭、体験コー
ナーなど、例
年よりもゆっ
たりとした催
しでした。

第５回
平成２９年１０月　８日

　大縄跳び、
スプーンレー
ス、 巨 大 折
紙、といった
新種目が追加
されました。

藤田隊員退任のお知らせ藤田隊員退任のお知らせ

　森物語村へ派遣され、あまり
イベントなどには参加できませ
んでしたが、訪問販売や道の
駅、森物語村を利用していただ
いた方、寺戸地区の方、本当に
たくさんの方にお世話になりま
した。
　村を出た後も、この村で学ん
だことを活かして次に進もうと
思います。
　また大好きな黒滝村へ遊びに

来ますので、見かけたらお声掛
けくださると嬉しいです。本当
にお世話になりました。ありが
とうございました。  （藤田恭輔）
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毎月１１日は

【人権を確かめあう日】
です

黒滝村人権・同和問題啓発活動推進本部

　旧中学校図書コーナーには約５，３００冊の本があります。
　あなたの探している本もあるかもしれませんので、どしど
しご利用ください。
■ 貸し出し日　　月～金曜日（祝日は休み）
■ 貸し出し期間　２週間
　※ただし、それ以上になる場合は、教育委員会へ連絡して
　　ください。

■ 今月のおすすめ
　（小説）３年Ｂ組金八先生　青春の坂道／小山内　美江子

人権とは、人間が幸せに生きて
いく権利です。
すべての人間が生まれながらに
持っている基本的な権利です。

図
書 室 だ よ り

　結婚し、父となった金八先生。かつて
の教え子もいまや高校３年生になった。
　ある日、金八先生は教え子のひとりが
自衛隊を志願していることを知る。自衛
隊批判の色濃い時代。彼はかつての教え
子になにを伝えられるのだろうか。そし
て、若者たちの苦悩・葛藤の果てに待つ
ものとは…。
　ドラマでおなじみ、金八先生シリーズ
の第６作目。

　国際連合は、昭和２３年（１９４８年）第３回総会で世界人権
宣言が採択されたのを記念し、第５回総会において採択日の１２
月１０日を「人権デー（Human Rights Day）」と定めるとともに、
加盟国等にこれを記念する行事を実施するよう呼び掛けています。
　法務省と全国人権擁護委員連合会は、毎年、関係機関等の協力
を得て、「人権デー」を最終日とする１週間（１２月４日から１０
日まで）を「人権週間」と定め、人権尊重思想の普及高揚のため
の啓発活動を全国的に展開しています。
◆日　時　１２月２日（日）

１２月１０日は「人権デー」１２月１０日は「人権デー」
１２月４日～１０日は「人権週間」１２月４日～１０日は「人権週間」

健 　 康 　 づ 　 く 　 り 　 情 　 報

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

ス
ト
レ
ス
は
心
と
体
に
現
れ
ま
す
。

　

最
近
ご
自
身
や
身
近
な
人
の
様
子
が
、

「
い
つ
も
と
違
う
な
」
と
思
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

●
疲
れ
て
い
る
は
ず
な
の
に
眠
れ
て
い
な

　

い
●
食
欲
が
な
く
体
重
が
減
少
し
て
い
る

●
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い
る

●
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て
い
た
こ
と

　

が
楽
し
め
な
い

　

大
き
な
環
境
の
変
化
や
過
度
の
ス
ト
レ

ス
が
原
因
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
気
軽
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
対　

象　

村
内
在
住
者                        

◆
日　

時　

10
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時

◆
内　

容　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談                        

◆
場　

所　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
締
切　

10
月
５
日
（
金
）                            

◆
お
問
合
せ　

保
健
福
祉
課 

　

認
知
症
を
理
解
し
、
地
域
で
認
知
症
の

方
を
見
守
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を

養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
、
是
非
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
テ
ー
マ　

　
「
認
知
症
を
理
解
し
、
地
域
で
支
え
る
」

◆
講　

師　

鴻
池
会
地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

大
杉　

毅　

氏

◆
日　

時　

11
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

◆
場　

所　

脇
川
集
会
所
（
脇
川
、
鳥
住

　
　
　
　
　

地
区
サ
ロ
ン
と
同
時
実
施
）

◆
申
込
締
切　

10
月
25
日
（
木
）

◆
お
問
合
せ
・
申
込
先　

保
健
福
祉
課

　

現
在
、
黒
滝
村
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

は
69
人
で
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
、
正
し

く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か

く
見
守
る
応
援
者
で
あ
る
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
増
や
し
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
に
繋

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
受
講
者
に
は
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
と
認
知
症
テ
キ
ス
ト
を
お
渡

し
し
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

１０2018 年 10月号

こ
こ
ろ
の
相
談
会

へ
き
地
巡
回
診
療

（
眼
科
・
耳
鼻
科
）

　

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、

へ
き
地
巡
回
診
療
を
行
い
ま
す
。
眼
科
・

耳
鼻
科
の
専
門
医
に
よ
る
診
療
で
、
料
金

は
無
料
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
送
迎

が
必
要
な
方
は
あ
わ
せ
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
日　

時　

10
月
20
日
（
土
）

　

受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　

診
察
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

◆
場　

所　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◆
内　

容　

眼
科
・
耳
鼻
科

◆
定　

員　

25
名

◆
申
込
締
切　

10
月
12
日
（
金
）

◆
お
問
合
せ
・
申
込
先　

保
健
福
祉
課

　　　　　午後１時～３時３０分
◆場　所　天理市文化センター　天理市守目堂町１１７　
◆内　容　全国中学生人権作文コンテスト奈良県大会表彰式
　　　　　一日人権擁護委員「川野真広さん・川野雅子さん
　　　　　　のユニットしゃん・ふう」の二胡演奏
◆申　込　不要（未就学児についても入場可）
◆主　催　奈良県人権啓発活動ネットワーク協議会
　　　　　（奈良県地方法務局・奈良県・奈良県人権擁護委員
　　　　　連合会）
◆お問合せ　奈良地方法務局人権擁護課
　　　　　　☎０７４２－２３－５４５７

中学校人権作文表彰式と人権のつどい ｉｎ天理

夏
休
み
お
や
こ
料
理
教
室

　

８
月
22
日
（
水
）
夏
休
み
お
や
こ
料

理
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
15
名

が
参
加
さ
れ
、
食
生
活
応
援
隊
や
看
護

学
生
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ケ
ー
シ
ー
先
生
と
一

緒
に
料
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
肉
ま
ん
・
か

ぼ
ち
ゃ
カ
レ
ー
サ
モ
サ
・
い
ろ
ど
り
ス
ー

プ
・
巨
峰
ヨ
ー
グ
ル
ト
ゼ
リ
ー
の
4
品

で
す
。
イ
ン
ド
料
理
の
サ
モ
サ
を
春
巻

き
の
皮
で
作
っ
た
り
肉
ま
ん
も
中
身
を

お
肉
を
切
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
な
ど
、

み
ん
な
で
手
作
り
の
作
業
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
肉
ま
ん
の
皮
を
こ
ね
る
作

業
は
、
力
の
い
る
大
変
な
作
業
で
し
た

が
、
子
ど
も
達
が
２
人
１
組
に
な
り
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
協
力
し
、

と
て
も
美
味
し
く
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

献
血
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

９
月
３
日
（
金
）
役
場
で
献
血
が
行
わ

れ
、
43
名
の
方
々
が
協
力
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
献

血
を
必
要
と
す
る
多
く
の
方
々
に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村
の

よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努
力
に

学
び
、
知
恵
と
心
を
結
集
し
、
明

る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
制
定
し

ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ
り

住
み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努

め
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、

や
さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み
ち

た
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生
涯
学
習

の
ふ
く
ら
む
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興
に

努
め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で

支
え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て

る
福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

黒
滝
村
村
民
憲
章
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村の施設の電話番号
市外局番（0747）

人口・世帯数
（９月１日現在）

　　男　　３４６人　　（＋３）
　　女　　３７５人　　（－１）
　　計　　７２１人　　（＋２）
　　世帯　３６６世帯　（＋４）

役　場　　　　　　   62-2031
　　ＩＰ電話【0747-68-9200
　　　　　　　　　    ～ 9203】 
防災無線電話音声対応サービス
（専用ダイヤル）　     62-9010
教育委員会　　　　   62-2314
　　ＩＰ電話【0747-68-9204】
診療所　　　　　　   62-2747
　　ＩＰ電話【0747-68-9700】
歯科診療所　　　　   62-2621
デイサービスセンター
（社会福祉協議会）      62-2850  
　　ＩＰ電話【0747-68-9023】
こもれびホール　　   62-2280
黒滝駐在所　　　　   62-2034

観光施設に関することは、
　観光施設指定管理者
（株）黒滝森物語村     62-2770

くろたきテレビくろたきテレビ
11ch で放映中11ch で放映中

11ch では、村からの様々な11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載していますお知らせを掲載しています
ので、ぜひご視聴ください。ので、ぜひご視聴ください。

日本年金機構よりお知らせ
　日本年金機構では、お客さまがインターネットを通じてご自身の
年金情報を手軽に確認できる「ねんきんネット」サービスを提供し
ています。
　２４時間いつでもどこでも、パソコンやスマートフォンから、ご
自身の年金記録や将来の年金見込額を確認することができます。ま
た、年金支払に関する通知書の確認や年金支払いに関する通知書及
び国民年金保険料控除証明書などの再交付の申請ができることな
ど、年金事務所へ問い合わせすることなく便利な機能をご活用いた
だけます。
　また、「ねんきんネット」では電子版の「ねんきん定期便」を用
意しており、日本年金機構が送付する「ねんきん定期便」の郵送停
止を登録でき、経費の節減とペーパーレス化推進のため、よろしけ
れば電子版の「ねんきん定期便」と郵送停止の登録をお願いします。
◆「年金ネット」・「ねんきん定期便」　 お問い合わせ先専用番号
　☎０５７０－０５８－５５５（ナビダイヤル）
◆お問合せ先　保健福祉課

職員紹介　中
なかやま

山　裕
ゆ う き

貴
●現在の業務内容
　主に保育関係、障害者福祉、老人福祉、
民生児童委員、善意銀行に関することを
担当しています。
●黒滝村の印象
　自然が多く雰囲気も穏やかで、本当に
温かい方ばかりという印象です。

●趣味
　読書・映画・クライミング・
おいしい店を探すこと
●体育大会の思い出
　中学 3年生の体育祭のと
き、クラス対抗リレーでアン
カーで走り 1位でゴールし
たこと。

●ごあいさつ
　一県職員としてだけでな
く、一村職員として皆さまに
しっかり寄り添いながら少し
でも生活しやすいよう、精一
杯頑張りたいと思いますの
で、よろしくおねがいします。

平成３０年４月１日
奈良県庁より研修派遣


